
　　
蛤
醐

叢

資
本
主
義
経
済
學

と
自
然
法

則

・

納

税
義
務
者

と
し

て

の
國
家

・

階
級

に
就

い
て

・

・

…

時

外
醐

養
獄
業
の
擾
張
及
び
改
善

…

農
業
不
動
産
金
融

・・
一
般
不

動
産

金
融

説

苑

個
人
主
義

及
祉
倉
主
義
局
外
観

・

蕾
[岡
山
藩

の
肚
倉
法

に
就

て

・

…維

録

一
地
泓
の
薩

続

て
・

白
耳
義
咋
繰
失
業
保
険
制
度
に
就
て

淡
墨
博
士

法
學
博
士

文
學
博
士

河

上

肇

淋

戸

正

雄

高

田

保

馬

注
學
博
士

戸

田

海

市

浜
梨
衛
士

河

田

嗣

郎

法
學
博
士

財

部

静

治

経
済
學
土

器

正

殿

法
學
構
士

小

川

郷

太

郎

法

學

士

一

戸

二

郎



時

論

業
の
横
張
反
攻
善

時

訊
孟雨

第

十
⊥
ハ
蜘β

(櫨
川
二
曲伽

⊥八
四
H)

一一…三
〇

養

鷲

…
業

の

擬

張

及

改

善

.

本
論
も
亦
病
床
中
執
響

こ
も
の
に
し
て
、
縄
済
演
習
参
考
資
料
こ
し
て
畢
生
に
興
ふ
ろ
爲
め
の
も
の
な
れ
ミ

其
儘
嶺
表
す
ろ
・・ミ

ぜ
り
。

,

戸

田

海

市

一
、

養

獄

業

の
大

々
的

遜

展

の
必

要

一
、
養
獄
は
目
下
不
振

に
陥
れ
る
輸
出
の
最
大
支
柱

な
り
β

天
然
資
源
の
缺
乏
せ
る
我
国
は
、
世
界
南
場
最

要
の
地

位
を
占
む
る
商
品

に
し
て
、
其
生
産
の
我
国

窺

腔

最
も
適
當
せ
る
も
の
を
攫
み
て
大
に
之
を
獲
達
せ
し
め
、
之
が
輸
出
に
由
b
て
諸
外
国
よ
り
物
資
を
獲
得
す

る
の

必
.要
な

る
は
勿
論
な
る
が
、
此

の
如
き
産
業
・し
し
て
現
在
最
も
重
き
を
爲
す
も
の
は
養
滋

に
外
な
ら
す
。

ラー
戦
孚
中
諸
種
の
工
業
就
中
金
属

工
業
及
化
畢
工
業
が
新
た
に
勃
興
し
だ
る
も
、
木
來
我
国
に
は
石
炭
、
鐵
、

(
撞

の
如
く
運
賃
を
要
す
る
こ
一し
人
な
る
が
爲
め
、
凾
内
に
豊
富
に
存
在
す
る
こ
ご
を
要
す
る
重
要
原
料
が
甚

だ
貧
弱
筒
鍛
な
る
が
故
に
、
艶
種

の
事
業
の
大
獲
展
は
困
難
な
る

べ
し
。



■

2
綿
業
は
我
国
最
大
の
新
式
工
業
な
れ
こ
も
、
戦
争
以
来
我
綿
製
品
の
主
要
鹸
…田
先
た

る
支
那
に
於
て
、
需
用

の
最
大
ぼ
る
低
級
の
綿
襲
業
が
大
に
獲
暖
し
π
る
が
儒
め
、
我
国
は
今
後
高
級
品
の
盤
産

に
努
力
す
る
を
必

要

ε
す
る
に
至
う
し
も
、
此
万
面

に
於
て
は
英
米
濁
等
の
先
進
国
の
競
争
激
烈
な
る
が
故

に
、
其
獲
展
も
亦

多
難
な
ら
ざ
る
を
得
す
。

3
以
上
の
如
く
我
緯
濟

の
商
工
的
獲
展
の
行
き
詰
b
の
爲
め
、
卒
和
克
復
後
鯰
田
に
於
て
生
絡
が
重
要
の
地
位

(
を
恢
復
し
、
綿
製
品
の
楡
出
も
大
稔
る
増
加
を
示
す
に
至
れ
り
、
十

】
月
末
の
貿
易
統
計

に
由
れ
ば
纒
楡
出

高
十
四
億
八
干
萬
楓
賜
の
中
、
生
糸
諸
織
物
等
の
緒
製
品
が
七
億
二
干
萬
圓
弱
に
遽
し
、
殆

ん
ご
全
鷹

の
二

分
の

一
に
近
匙
驚
く

バ、
き
割
合
を
占

め
っ
」
め
る
が
、
十
二
月
中

の
貿
易
も
大
鵬
同
様
の
形
勢
を
示
す

べ
し
。

實

に
今
日
の
不
振
な
る
輸
出
は
殆
ん
ご
生
糸
の

一
研

に
由
り
辛
ふ
じ
て
支

へ
ら
る
＼
有
様
な
る
が
、
此
形
勢

は
近
き
將
來
に
於
て
攣
化
す
る
こ
ε
な
か
る
べ
き
は
、
下
に
述

ぶ
る
所
に
由
り
て
明
か
な
る

べ
し
。

二
、
今
後
も
養
嶽
は
益

々
重
要
税
せ
ざ
る
を
得
す
。

ラー
戦
前
ま
で
交
明
國
に
於
け
る
絹

の
需
用
ば
町
民
り
の
流
行
的
清
長
め
り
て
、
其
生
産
業
は
頗
ぶ
る
不
安
な
り

(

う

し
も
、
戦
争
以
来
イ
民
衆
の
瞬
得
増
加
に
由
り
て
絹
の
需
用
が
民
衆
化
せ
ら
れ
、
從

っ
て
綿
業
は
最
早
や
少

(

敷
有
産
者
階
級
の
氣
紛
れ
な
る
流
行
に
由
り
て
其
運
命
を
支
配
せ
ら
れ
す
、
其
需
用
は
人
な
る
安
定
性
を
有

す
る
に
至
れ
り
、
ロ
戦
争
勃
独
後
綿
毛
耽
等
の
製
品
は
速

か
に
騰
貴
せ
し
に
反
し
、
生
赫
は
久
し
く
低
償
を

〔

時

論

養
徽
…業
の
棚
}張
及
破
笠
目

第
十
六
巻

(第
二
號

六
五
)

三
三
】

「

、

.



、

.

臨
町

論
細

藷

曲木
の
蹟

張
及

改
叢
口

第

十
山ハ
ぬ
憩

〔第

二
哺砿

山ハ
占
ハ
)

一二
=
=
一

維
持
し
た
る
が
爲
め
大
に
共
消
費
の
民
衆
化
を
助
け
た
る
が
、

一
且
絹

の
消
費
に
慣
れ
た
る
者
は
之
を
拗

つ

う

こ
ご
難

し
、

ハ
鰍
洲
戦
争
は
各
国
の
男
子
勢
働
者
の
重
要
部
易
を
兵
役

に
服
せ
し
め
、

↓
般
の
生
産
は
婦
女

〔

を
し
て
之
に
當
ら
し
め
た
る
が
爲
め
、
婦
女
の
牧
入
の
増
加
ご
其
肚
會
的
地
位
の
猫
立
ピ
に
新
紀
元
を
劃
し

う

た
る
が
、
此
事
た
る
や
同
後
に
絹
の
消
費
の
民
衆
化
に
人
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
り
、
二
今
日
絹
の
最
大
消
費

(

國
は
米
国
な
る
が
、
米
国
に
於
け
る
絹

の
消
費
の
民
衆
化
は
上
述
の

一
般
的
原
因
の
外

に
、
禁
酒
制
崖
を
貴
行

し
た
る
こ
ご
が
重
大
關
係
を
有
す
る
が
如
し
、
帥
ち
酒
の
消
費
の
爲
め
米
国
民
衆
が
直
接
間
接

に
支
出

し
た

る
幾
十
億
弗
の
購
買
力
の
少
な
か
ら
ざ

る
部
分
が
絹

の
清
費
に
韓
向
し
て
、
之
が
需
用
は
下
層
階
級
に
ま
で

普
及
し
、
今
日
は
最
早
や
其
需
用
が
充

分
の
安
定
性
を
有
す
る
に
至
り
し
が
如
し
。

之
を
要
す
る
に
戦
争
以
来
絹
の
需
用
が
交
明
國
に
於
て
民
衆
化
せ
ら
れ
し
が
爲
め
、
他

の
繊
維
品
に
比
し

急
遽
な
る
増
進
を
寫
し
、
且
つ
其
需
用
が
安
定
的
こ
な
b
た
る
が
故

に
、
今
後
も
年
蓬
共
に
其
需
用
の
確
實
に

増
進
す
る
こ
ご
を
豫
期
す

る
を
得

べ
し
、
蓋
し
絹
は
他
の
繊
維
昴
の
企
及
し
得
ざ
る
優
秀

の
特
質
を
有
し
、

從
て
生
活
程
度
の
高
き
國
茂
の
間
に
於
て
其

の
需
用
の
盆

々
増
加
す
る
は
自
然
の
勢
な
る
が
、
従
来
は
共
需

用
が
比
較
的
少
数
階
級
の
聞
に
限
ら
れ
セ
る
が
爲
め
に
、
此
種
階
級
者
の
間
に
行
は
れ
易
き
不
自
然
な
る
流

行
に
由
b
絹

の
需
用
高

に
清
長
を
生
じ
.た
る
も
、
民
衆

の
嗜
好
は
極
粥
に
走
り
不
自
然
に
陥
る
こ
ε
少
な
き

が
故
に
、
絹
の
需
用
の
民
衆
化
は
之
を
安
定
的
な
ら
し
む
る
こ
ご
明
か
な
り
。
而
し
て
絹
の
清
費
の
民
衆
化



の
爲
め
其
需
肘
窩
は
驚
く

べ
き
増
進
を
示
し
、
諸
般
0
商
品
の
需
用
減
退
ε
其
生
産
制
限
だ
を
通
則
ε
す

る

今
日
に
在
て
も
、
響

絹
の
需
用
を
充
た
す
ほ

到
底
天
籍

蓼

以
て
足
れ
り
ε
竿

、
殆
愈
.
之
高

量
の
人
造
絹
縣
の
生
産
を
急
速
に
獲
展
せ
し
め
て
僅
か
に
世
界
の
需
用
に
慮
じ
つ
、
め
る
有
様
な
り
、
實

に

絹
良

策
化
し
て
を

雑

・羊
毛
及
瓶
高

様
世

界
の
轟

必
要
曇

ら
し
魂

・
ミ

は
、
欧
洲
馨

が
齎
ら
し
た
る
経
済
上
の
重
大
愛
化
の

一
に
算

へ
ざ

る
べ
か
ら
す
。
而
し
て
北
大
鍵
化
が
齎
ら
す
所

の
利
益

の
主
な
る
部
分
は
我
国
が
享
受
す

る
こ
ご
難
か
ら
す
、
世
人
は
隊
洲
戦
争
が
我
産
業
に
與

へ
た
る
利
益
ε
云

へ
ば
、
直
ち
に
海
運
業
全
篇
工
業
又
は
化
學
工
業

の
勃
興
を
墨
・ぐ
る
乙
ε
を
常

ε
す
ε
錐
.も
、
實
際
に
は
意

r外

に
も
時
代

に
取
b
襲

さ
れ
た
り
ξ
云
は
る
＼
農
村

の
養
慰
が
合
後
園
民
経
済

の
大
支
柱
だ
る
の
可
能
性
を

有
す
る
に
至
た
b
。

目
.下
生
綿
需
用

の
中
心
は
米
国
に
し
て
、
歓
洲
は
戦
後
の
疲
弊
俗

は
甚
し
き
が
爲
め
其
需
用
少
な
し
ε
錐
も

絹

の
消
費
の
民
衆
化
は
欧
洲

に
於
て
も
行
は
れ
て
、
人
造
絹
縣
及
絹
紬
の
如
き
代
用
μ叩
の
需
用
は
相
當
に
存

す

る
が
如
し
、
故
に
隊
洲
の
経
済
界
の
恢
復
す
る
に
從
っ
て
生
緕
の
需
用
の
増
加
を
期
待
し
得

べ
し
、
現

に

昨
年
來
英
佛
伊
等
の
経
済
界
が
略

々
整
理
安
定
の
状
態

に
入
り
て
よ
b
、
我
国
の
封
欧
輸
出
の
恢
復
の
勢
も

先
づ
生
統
の
上

に
現
.は
れ
つ
、
あ
り
。

勾
世
界
市
場

に
謝
し
て
生
縣
供
給
の
過
半
を
占
む
る
我
国
が
、
大
々
的

に
養
叢
を
振
賑
す
る
ε
き
は
幾
分
.か
其

時

論

養
慧
業
総
羅
…及
改
善

第
+
六
巻

(第
二
號

六
七
)

三
三
三

■



時

論

難

業
の
　獲

及
改
善

第
+
六
巻

(第
二
號

六
八
)

三
三
四

債
格
の
下
落
を
生
す

べ
し
ε
雌
も
、
絹

の
浴
喪
は
生
理
⊥
の
必
需
品
の
如
き
場
合
ε
異
り
て
多
大
の
弾
力
性

を
有
し
、
不
完
全
な
る
人
造
絹
綜
の
大
生
産
に
由
り
民
衆
の
渇
望
を
醤
し

つ
＼
あ
る
有
様
な
る
が
敵
に
、
生

縣

の
償
絡
を

一
割
刷
了
ぐ
れ
ば
其
需
用
が
二
割
三
割
の
増
加
を
嬬
す
ご
云
ふ
が
如
く
、
供
給
増
加
の
割
合
に

債
格
下
路
の
不
利
少
な
し
、
而
し
て
養
難
に
必
要
な
る
桑
園
は
穀
物
生
産

の
場
合
の
如
く
慶
大
の
面
積
を
要

す

る
も
の
に
あ
ら
傘
、
其
生
産
要
素
ご
し
て
最
も
重
さ
を
為
す
も
の
は
労
働
及
資
本
な
る
が
故

に
、
其
技
術

及
経
管

に
改
良
を
行

ふ
の
鯨
地
多
く
、
從

っ
て
養
獄
の
大
振
張
を
行

ふ
も
股
穫
漸
減
法
則
に
支
配
せ
ら
る

、

こ
ε
少
な
↑
、
寧

ろ
生
産
費
漸
減
の
法
則
が
多
く
働
く
に
至
る
べ
し
。

ラω
絹
の
最
大
消
費
國
た
る
米
国
の
物
債
は
戦
前
に
比
し
て
四
割
高
な
る
に
反
し
.
世
界

の
生
糸
相
場
を
左
右
す

る
の
力
め
る
我
国
の
生
糸
は
二
千
百
圓
封
土
ε
な
.り
、
戦
前
の
八
九
百
圓

に
比
す
れ
ば
十
四
五
割
の
高
位
を

保

て
り
、故

に
我
生
締
の
生
産
を
大

身
的
に
増
加
し
て
其
儂
格
を
相
當
に
低
落
せ
し
む
る
ε
き
は
、
共
消
費
が

人
な
る
増
加
を
爲
す

の
見
込
充
分
な
る
ε
同
時

に
、
今
日
の
如
く
我
生
糸
が
特
別
の
高
儂
を
維
持
す
る
ご
き

う
は

イ
生
糸
の
供
給

に
何
て
最
大
の
競
争
國
た
る
支
那
の
生
産
が
久
し
か
ら
す
し
て
人
な
る
鞍
展
を
駕
す
に
至

(

う

る
べ
し
、
ロ
近
來
人
造
絹
糸
の
技
術
の
進
歩

ε
其
産
額
の
増
加

ε
は
順

ぶ
る
急
速

に
行
は
れ
つ
＼
あ
る
が
、
是

(

亦
世
界
の
生
糸
相
場

の
決
定
す

る
の
力
あ
み
我
生
糸

の
飴
り

に
高
償
な
る
こ
ご
に
由
り
て
刺
戟
せ
ら
れ
た
る

も
の
な
り
、
故
に
我
国
の
生
糸
が
今
日
の
如
き
高
償
を
維
持
す

る
ε
き
は
久
し
か
ら
す
し
て
如
上
の
競
争
者

P



F

の
矯
め
に
甚
し
き
不
利
に
陥
ら
ざ
る
を
得
す
、
足
れ
生
糸

の
贋
格

を
相
當

に
引
下
ぐ

急
こ
ξ
を
緊
要
ご
す
る

所

以
な
る
が
・
其
需
用
の
増
大
し
て
供
給
の
不
足
せ
る
今
日
に
於
て
之
が
相
當

に
引
下
ぐ
る
爲
め
に
は
我
生

糸

の
生
産
を
大

々
的

に
増
加
す
る
を
必
要
ご
す
、
元
家
裁
国
民
は
目
前

の
利
益
を
追
ふ
に
急

に
し
て
遠
大
の

思
慮
を
欠
き
、
我
生
産
に
醤
す
る
需
用
が
増
加
す
れ
ば
忽
ち
増
長
し
て
後
目
に
勤
す
・る
警
戒

の
念
を
失
ふ
こ

ご
を
通
弊

ε
し
、
職
時
中
の
新
興
事
業
の
今
日
の
壌
倒
も
主
ε
し
て
之
れ
原
因
す
る
も
の
な
る
が
、
今
後
国

民
継
濟

の
大
支
柱
た

る
べ
き
生
糸

に
付

て
吾
人
は
極
度
の
警
戒
を
加

へ
、
薄
利
多
萱

の
方
針
を
取
り
て
盛
典

消
費
の
民
衆
化
を
確

立
す

る
ホ
同
時
に
、
外
囲

の
競
争
生
産
及
代
用
品

の
競
争
生
産

の
防
遏
に
努
力
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
。

萄
製
綜
業
ピ
共
に
組
及
絹
綿
変
織
呉
織
の
綿
製
品
業
は
我
工
業
中
最
も
重
要
の
地
位
を
青
む
る
も
の
な
る
が
、

-
今
日
の
如
く
不
嶽
氣

に
由
り
て
製
品
の
下
落
せ
る
に
反
し
、
其
原
料
π
る
生
糸
が
外
囲
需
用

の
増
進

の
爲
め

に
高
債
を
維
持
す

る
聞
は
、
我
綿
業
は
牧
文
相
償

ふ
こ
ε
難
く
、
之
が
駕
め
京
都
輻
井
石
川
其
他

の
綿
業
地

方
は
宇
休
業
歌
態
に
陥
b
て
、
多
撒
の
失
業
者
を
生
じ
つ
＼
あ
る
も
、
生
糸
の
生
産
増
加
に
由
り
共
慣
絡
が

へ

し

コ

相
當
に
下
落
す
る
ご
き
は
、
各
地

の
絹
渠
が
恢
復
す

る
を
得

べ
く
、
特
に
蛋
糸

の
下
落
に
由
り
て
我
国
特
有

の
朋
二
重
を
初
め
ε
し
て
沓
種
の
絹
製
品
を

一
層
低
廉

に
生
産
す

る
ε
き
は
、
絹

の
世
界
的
需
用
の
増
進
せ

る
今
日
に
於
て
大
に
我
綿
製
品
の
輸
出
籍

加
し
、
攣

、
一
方
に
於
け
る
綿
業
の
不
振
を
償

ふ
こ
噛

し
も

時

論

蓑
墾

の
機
張
農

書

筆

六
巻

(第
二
號

六
九
)

三
三
五

■



時

論

養
.錨
業
の
蹟
張
及
改
善

難

き

に
あ
ら
す
。

櫨
即
†
よ
ハ
巻

(第

二
號

七

Q
)

ご
=
二
⊥八

二
、
養
獄
業

の
大

々
的

獲
展

の
可
能

.

■

一
目
下
の
欣
呪

(
一1

我
国
の
物
贋
半
準
は
戦
前

に
比
し
て
約
二
倍
な
る
に
反
し
、
生
糸
は
二
倍
四
五
割
の
高
位
を
保
て
り
、
従
来

米
償
も
四
十
圓
壷

に
上
b
て
戦
前

の
相
當
債
幣

ε
認
め
ら
れ
た
る
十
五
大
圓
に
劉
し
二
倍
四
五
割
の
高
位
を

保
ち
、
恰
も
義
櫨
ご
同
様

に
有
利
な
り
し
も
、
本
年
度
の
古
米
襲
存
一口同
七
百
萬
石
以
上
の
互
額
ざ
な
れ
る
上

に
、
牧
穫
高
も
大
正
九
年
に
次
ぐ
の
豊
作
ご
な
り
、

　
.面
に
経
済
界

の
不
景
氣
は
米
の
消
費
を
制
限
す

べ
き

が
故
に
、
今
後
柏
當
に
永
く
米
領
下
落
し
て

一
般
物
偵
・し
権
衡
を
保
ち
叉
は
其
以
下
に
蕗

つ

る

に

至
る
ベ

レ

　

く
、
(假
り

に
政
府
が
米
穀
法
に
由
り
て
相
當
の
敷
量
を
買
上
ぐ
る
こ
ε
、
す
る
も
)
從

っ
て
農
民

の
事
業
ε

し
て
當
分
養
織
が
非
常
に
有
利
ε
な
る

べ
く
、
養
翻
の
大
概
張
に
由

り
生
綜
債
格
が
相
當
に
下
落
す
る
も
街

ほ
農
民
は
義
賊
に
由
り
不
利
を
蒙
む
る
こ
ど
な
か
る
べ
し
。

ラ2
養
認
は
労
働
を
要
す
る
割
合
の
大
な
る
も
の
な
る
が
、
戦
争
以
來
田
舎
の
勢
働

の
缺
乏
蓬
其
勢
銀
の
騰
貴

ご

(
は
頗
ぶ
る
大
な
り
し
が
故
に
、
養
鍛
の
握
張
を
行
ふ
て
生
総
償
縮
が
相
當
に
下
落
す

る
ε
き
は
、
勢
働
を
多

く
要
す
る
養
量
は
不
利
に
陥
る
が
如
し
ピ
錐
も
、
職
事
以
来

の
田
舎
の
勢
働
の
缺
乏
は
都
會

に
於
け
る
工
業

.

'

7



・

の
大
簇
展
に
由
り
其
勢
働
}を
奪
は
れ
た
る
が
爲
め
な

る
に
、
不
景
気
∵こ
軍
備
縮
小
及
財
政
・緊
縮
の
爲
め
に
失

業
せ
し
螢
働
者
の
過
牢
は
再
び
農
村

に
露
り
て
生
活
す
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
り
、
又
農
民

の
副
業

ε
し

て
重
要
の
地
位
を
占
む
る
織
物
業

の
不
振
の
薦
め
農
家
女
子
の
失
業
も
多
数

に
上
れ
り
、
故
に
今
後
は
養
鑑

撞
張
に
必
要
ε
す
る
勢
働

の
供
給
に
不
足
を
告
ぐ
る
こ
.辻
な
か
る

へ
し
、
歪
な
米
償
下
落

ピ
失
業
ε
の
爲
め

に
過
剰
ぐ」
な
れ
る
田
舎
の
勢
働
は
今
後
養
鑑
に
徒
事
す
る
の
外

に
有
利
な
る
.生
活
を
見
出
陀
す

こ
ε
困
難
な

る

べ
し
。

.

ラニ
將
來
の
形
勢

(
養
癒
の
大
獲
展
の
爲
め
に
は
桑
園
の
裾
張
改
頁
其
他
の
設
備
の
爲

め
相
當

の
資
本
固
定
を
必
要
ε
し
、
從

っ
て

將
來
若
し
養
猛
が
不
利
ε
な
り
た
る
爲
め
に
之
を
縮
小
し
て
普
通
農
業
其
他
の
事
業

に
轄
す

る
場
合

に
は
相
當

の
不
利
を
蒙
む
ら
ざ
る
を
得
す
、
故
に
養
認
の
大
薮
展
を
寫
す
が
た
め
に
は
輩
に
其

の
目
前
に
有
利
な
る
を
以

て
足
れ
り
ε
せ
す
、
今
後
も
永
く
有
利
に
之
を
縫
績
し
縁

る
の
見
込
な
か
る

べ
か
ら
す
、
養
織
の
前
途
を
ト
す

る
し
は
其
常
用

ε
供
給
蓬
の
両
方
面
を
考

へ
ざ
る

べ
か
ら
す
、
.需
用
の
方
面
が
前
途
益
々
有
望
な
る
こ
ε
は
前

.
に
述

べ
し
如
く
な
る
が
、
更
に
其
供
給
者
紀
る
我
が
農
民
が
將
來
も
有
利

に
之
を
縫
縮
し
得

る
ご
同
時

に
、
我

国

の
産
.業
上
肚
曾
上
養
獄
の
巖
展
を
圖

る
の
有
利
な
る
こ
ピ
は
、
下
記
の
謝
事
情
よ
b
断
定
す
る
を
得

べ
し
。

n
η我
国
の
人
口
就
中
農
村
の
人
口
増
加
は
頗
ぶ
る
人
な
る
が
、
箸
來
此
増
加
人
口
が
如
何
な
る
方
面
に
吸
牧
せ

(

時

論

養
意
業
の
横
張
及
改
善

策
十
六
巻

(第
二
號

七
一
)

三
三
七

■



7

時

論

養
鑑
業
の
槻
張
及
改
善

第
十
六
巻

(第
二
號

七
二
)

三
三
八

ら

る
べ
き
や
ε
云
ふ
に
、
我
工
業
は
過
去
に
於
て
急
速
の
獲
展
を
爲
し
、
以
て
年
々
の
増
加
人
口
を
容
易
に

吸
牧
し
て
其
生
活
緯
度
を
高
め
得

セ
る
も
、
既

仁
遮

剛、
し
如
く
今
後
の
工
業
獲
達
は
頗
ぶ
る
嗣
難
の
事
情
あ

る
が
故
に
、
其
人
口
吸
牧
力
は
過
去
に
於
け
る
が
如
く
人
な
る
を
癬
ざ
る

べ
く
、
叉
海
外
移
住
に
由
b
我
人

口
問
題
を
解
決
す

る
を
得

ざ
る
は
多
吉
を
要
せ
ず
、
而
も

一
方
に
我
国
が
今
後
成
る

べ
く
外
囲
よ
b
低
廉
な

る
食
物
原
料
　の
供
給
を
.曳
く
る
の
方
針
を
榔黙
る
こ
ご
を
必
要
ε
す
る
以
上
は
、
農
民
が
多

々
盆

々
普
通
農
業

を
集
約

に
輝
嬉
し
て
其
増
加
人
口
を
養

ふ
こ
ご
は
困
難
ε
な

る

べ
し
、

此
事
セ
る
や
我
農
業
に
於
て
も
今

,
後
小
機
械
及
家
畜
の
使
用
を
普
及
し
、
且

つ
耕
地

の
改
頁
肥
料
の
増
加
等
の
資
本
投
加
を
進

め
て
、
成
る

べ

く
人
力
を
省
か
ん
ど
す
る
の
傾
向
み
る
に
於
て
特
に
然
ち
ざ
る
を
得
す
、
果
し
て
然
ら
ば
今
後

の
農
民
は
有

利
な
る
副
業
を
粛
む
る
の
必
要
大
ε
な
る
こ
ε
明
か
な
る
が
、
米
作
に
次
で
重
要

の
地
位
を
㌫
む
る
養
鑑
が

此
必
要
を
充
た
す
の
力
最
も
人
な

る
べ
し
。

.

2
我
国
に
獲
て
今
後
有
利
に
開
墾
し
得

べ
き
耕
地
は
、
主
ε
し
て
傾
斜
の
人
な
る
畑
地
な
る
が
故
に
桑
園
を
有

(
利
に
横
張
す
る
の
鯨
地
は
充
分
に
存
す
、
勿
論
開
墾
可
能
地

の
中

に
は
水
田
ご
駕
し
得
る
も
の
な
き
に
め
ら

す

ε
錐
も
、
耕
地
の
造
成

ご
灌
漑

の
設
備
ε
に
互
大

の
費
用
を
必
要
ざ
す
る
が
故
に
、
外
囲
食
物
の
輸
入
を

自
由
に
す
る
の
方
針
を
探

創
ε
き
は
水
田
の
開
拓
は
救
文
相
償

ふ
こ
ε
概
ね
困
難
な
亀
べ
し
。

3
従
来
我
農
業
は
飴
り
に
米
作
の

一
方
に
偏
し
.
之
が
爲
め
其
牧
穫
の
豊
凶
ε
米
償
の
愛
動
ξ
の
薦
め
に
、
.農

(



業
全
艦

が
甚
し
く
不
安

の
事
業
ご
な
り
し
が
故

に
、
今
後
は
米
作
以
外

の
生
産
を
兼
管
し
て
自
然
的
に
危
険

雫
均
の
作
用
を
生
ぜ
し
む
る
の
必
要
な
る
は
勿
論
.
米
償
下
落
が
機
練
す
る
場
合
に
は
特
に
副
業
に
多
く
の

力
を
注
ぎ
て
米
作
の
不
利
を
補
填
す
る
が
如
く
、
人
.爲
的

の
.孕
均
作
用
を
行

ふ
の
絵
地
を
存
せ
し
む
る
を
必

要
ξ
す
.
而
し
て
農
民

に
適
賞
す
る
米
作
以
外
の
事
業
の
中
景
も
有
望
な
る
は
養
蹴
な
る

べ
し
。

ラ生
養
錨
に
は
土
地
を
亜
為す

る
こ
ご
少
な
く
、
特
に
地
蝦
地
代
の
低
廉

な
る
畑
地

に
て
足

る
が
故
に
、
土
地
を
所

有
せ
ざ
る
小
作
人
階
級
が
、
食
物
生
産
を
自
家
用

に
止
め
て
養
鑑
に
多
く
の
カ
を
注
ぐ
ご
き
は
、
米
作
を
主
ε

す
る
今
日
の
如
く
其
牧
穫

の
渦
孚
を
地
主
の
爲
め
に
取
り
去
ら
る

、
の
弊
を
免
れ
、

一
層
目
主
的
の
地
位
に

立

つ
こ
ε
を
得

べ
し
、
大
都
會
附
近
の
小
作
農
民
が
蔬
菜
栽
培
に
従
事
し
て

一
反
歩
数
百
圓
の
牧
穫
を
繋
ぐ

る
が
如
き
場
合

に
於
て
、
小
伶
料
は
其
牧
穫

の
小
部
分
を
寫
す
に
過
ぎ
す
、
從

っ
て
土
地
の
所
有
が
自
他
公

私
の
何
れ
に
在
り
や
は
左
ま
で
重
大
の
問
題
ε
な
ら
ざ
る
が
如
く
、

】
年
数
回
の
牧
穫
を
寫
す
集
約
の
養
竃

を
瞥
む
場
合
に
於
て
も
同
僚
の
結
果

ご
な
る
べ
し
、
叉
多
撒
農
民
が
養
翻
に
徒
事
す

る
ご
き
は
、
桑
苗
、
肥

料
、
農

具
、
嶽
種
、
猟
具
.
藥
品
等
の
共
同
購
入
、
場
合
に
由
り
て
は
桑
葉
の
共
同
購
入
保
存
、
繭

の
共
同

販
萱
、
乾
燥
室
、
冷
蔵
室
の
共
同
建
設
、
或
は
理
想
的
な
る
養
獄
室
の
共
同
管
理
の
如
く
麗
業
組
合
的
活
動

も
、
普
通
農
業
の
場
合
に
比
し
て
蓬
か
に
能
く
獲
達
し
、
以
て
下
層
農
民
の
地
位
を
向
上
す
る
を
得

べ
し
。

ラ5
我
国
民

の
日
本
米
に
封
ず
る
執
着
力
は
甚
だ
張
列
…な
る
が
故

に
、
今
後
国
民
食
糧
を
成

る
べ
く
低
廉
に
植
民

〔

時

論

養
票
　の
蹟
張
及
改
善

策
+
六
巷

(第
二
號

七
三
)

三
三
九

『

■



■

時

論

養
獄
業
の
頭
張
及
改
善
.

第
十
六
巻

(第
二
號

七
四
)

三
四
〇

端
反
諸
外
囲
よ
り
輸
入
す

る
の
方
針
を
探
る
も
、
構
ほ
米
償
は
次
第
に
騰
貴
す

る
の
勢
を
有
す

べ
く
、
從

っ

、
て
此
黙
よ
り
見
れ
ば
農
民
は
養
覧
よ
b
も
米
作
に
傾
し
を
見
れ
ざ
る
が
如
し
ざ
雌
ご
も
、
既
に
述

押、
し
如
く

今
後
の
養
認
に
は
大

に
學
理
を
慮
用
し
叉
産
業
組
合
的
活
動
を
盛
ん
に
し
、
以
て
其
生
産
費
を
減
少
す

る
の

可
能
が
、
牧
穫
漸
減
法
則
に
支
配
せ
ら
れ
易
き
普
通
農
業
の
場
合
よ
り
も
人
な
る
が
故
に
.
今
後

の
養
欝
の

駿
展
は
米
作
の
競
争

に
由
り
て
墜
迫
せ
ら
る

、
の
危
険
少
な
き
が
如
し
、
特

に
注
意
す

べ
き
は
我
国
の
製
糸

業
が
進
歩
せ
る
現
代
的
工
業
の
尺
度
を
以
て
計
れ
ば
未
だ
原
始
状
態
に
停
滞
せ
る
も
の
に
し
て
、
今
や
其
技

術

ξ
経
管
ε
に
大
革
新
が
起
ら
ん
ε
し

つ
、
あ
り
、
製
糸
業
が
進
歩
し
て
著
し
く
生
産
費
を
減
少
す

る
ε
き

は
、
製
糸
業
者
は
今
日
よ
り
も
著

し
く
高
債
を
以
て
繭
を
農
民
よ
り
買
入
る
、
を
得

る
に
至
る
べ
し
、
此
黙

よ
り
見
れ
ば
今
後
生
糸

の
慣
格
に
簗
動
な
し
ε
す
る
も
繭

の
償
は
騰
貴
す
る
の
勢
あ
る
こ
ξ
、
恰
も
米
償
が

騰
貴
の
勢
を
有
す
る
が
如
く
な
る

べ
く
、
更

に
合
後
世
界

一
般
の
絹
織
物
業
其
他
の
綿
製
品
業
が
進
歩

し
て

其
生
産
費
を
減
少
す
る
ξ
き
は
、
同
様
に
繭
儂
を
騰
貴
せ
し
め
て
進
歩

の
利
益
を
農
民

に

分

つ

に
至
る

べ

し
、
而
し
て
米
作
ご
養
慧

篭
の
物
質
的
利
益
が
大
差
な
き
ε
き
は
、
進
歩
せ
る
農
村
の
分
子
は
粗
放
に
し
て

力
役
的
な
る
穀
作
農
業
よ
り
も
、
學
理
の
慮
用

ε
資
本
の
蓮
韓

・し
組
合
に
由
る
共
洞
自
治
的
活
動
ご
の
盛
ん

に
行
は

る
、
養
猛
を
撰
む

べ
し
。

6一
世
界
的
需
用
の
上
よ
り
見
る
も
、
將
セ
我
農
民

の
生
産
業
ε
し
て
米
作

ε
の
権
衡
よ
り
見
る
も
、
養
叢

の
前

(



途
は
委

を
威
す
る
を
要

せ
す

壷

も
、
本
嚢

警

農
民
の
副
業
ε
し
て
螢
ま
ミ

も
の
な
る
が
故

に
、

東

洋
詣
国
民
就
中
支
那
人
に
比
し
て
生
活
程
度
の
高
き
我
国
の
養
織
は
久
し
か
略
す
し
て
共
競
争

に
苦
し
む

に
至
る
べ
し
、
支
那
は
養
錨
に
必
要
な
る
慶
大
の
土
地
ε
低
廉
の
勢
働

ε
を
無
限
に
有
し
、
加
ふ
る
に
氣
候

も
亦
我
国

に
比
し
て
寧
ろ
養
齢
に
有
利
な
る
地

万
多
く
、
例

へ
ば
廣
東

一
省

の
み
に
て
能
く
我
国
全
禮

に
比

敵
す
る
が
如
き
露

を
蓬

せ
七
む
る
・
蕪

か
ら
ず
、
故
に
我
蓋

の
前
隆

甚
だ
委

な
皇

の
論
は

頗

ぶ
る
有
力
な

る
が
如

く
、
予

も
亦

一
特
此
意

見

に
傾
き
だ

り
、
熱

れ
こ
も
生
産
業

の
粗
放

な

る
も

の
`
集

約
な
る
し
の
ε
が
態

並
藁

榮
し
得
・
場
合
少
な
か
ら
す
、
例

へ
ば
警

、
就
中
畜
産
品
書

南
米
、
濠

洲

・
西
比
和
亜
導
の
新
開
地
に
於
け
る
が
如
一
、
贋
人
な
る
+
地
ε
僅
少
簡
易
の
勢
働
ε
に
依
頼
す
る
粗
放

の
襲

に
係
は
る
も
の
穿

高

鷲

、
丁
抹
、
.鶴

、
豊

舞

の
譲

に
於
け

・
が
如
一
、
極
め
て
集

約
高
級
な
る
董

集

、
就
中
乳
響

繁

文
は
酪
農
の
繁
榮
す

る
事
實
あ
り
、
更

に
蔬
菜
果
實
の
生
麗
に
付
て

も
粗
放
集
約
の
両
者
が
並
立
す
る
の
例
少
な
か
ら
す
、
西
隊
の
酪
農
其
他
の
集
約
農
業
に
於
て
は
、
.技
術
上

に
學
理

の
慰
用
が
大
に
進
歩
し
、
脛
醤
上
に
は
産
業
組
合
的
活
動
が
大
に
獲
達

せ
る
も
の
に
し
て
之
に
従
事

す

る
農
.氏

の
漱
育
は
世
界
の
國
民
漱
育
に
於
て
最
高

の
獲
達
を
寫
せ
る
も
の
な
り
、
支
那
其
他
の
後
進
国
に

於
て
今
後
養
童
獲
達
の
見
込
大
な
り
ε
云
ふ
も
、
其
養
叢
た
る
や
無
智
無
資
力
な
る
農
民
が
蓄
慣

に
從
ふ
て

行

ふ
所
の
粗
放
低
級

の
も
の
な
る
に
反

し
、
我
国
に
現
に
鞭
達
し

つ
・
め
り
て
、
叉
今
後
犬
掻

達
せ
し
む

時

論

慈

業
の
羅

綾

轡
.

隼

六
巻

(第
二
號

糞

〉

三
塁

■



'

`

,

、

時

論

養
鑓
業
の
機
張
灰
改
善

第
丈
霧

爺
二
號

七
大
)

三
四
二

る
こ
ε
の
可
能
な
る
養
錨
は
、
恰
も
西
欧
の
集
約
農
業
の
如
く
高
級
の
も
の
な
b
、
赦
に
我
国
が
後
進
国
の

競
争
を
恐
れ
て
養
驚

の
獲
展
に
購
躇
す
る
は
當
を
得
す
。

7
我
国
の
純
濟
よ
の
方
針
に
付
き
、
従
来
世
人
は
東
洋
の
英
国
配
る
こ
ε
を
理
想
ε
す

る
の
説
に
傾
き
た
り
、

假
b
に
我
国
が
英
国

の
如
く
商
工
立
国
の
方
針
を
撮
り
て
能
く
進

歩
し
、
年
々
の
増
加
人
口
を
商
工
に
吸
牧

し
て
高
度
の
生
活
を
警
ま
し
む
る
の
見
込
あ
り
ε
す
る
も
、
侮
ほ
英
国
の
如
く

一
団
の
産
業
を
商
工
に
偏
せ

し

め
て
農
業
を
閑
却
す
る
の
方
針
が
正
賞
な
り
ゃ
に
付
て
は
多
く
の
異
論
め
る

べ
し
、
只
だ
實
際
問
題

ξ
し

て
我
国
は
大
に
英
国

ε
事
情
を
異
に
し
.
到
底
英
図
の
如
く
商
工
方
面
に
偏
す

る
な
得
す
、
即
ち
我
国
は
現

代
工
業

の
獲
展
上
国
内
に
於
て
豊
富
低
廉

に
存
在
す

る
こ
ご
を
要
す

る
石
炭
鑛
物
等

の
天
然
資
源
に
甚

し
く

談
乏
し
、
又
原
料

の
獲
得
ε
製
品
の
販
萱
ざ
に
有
利
な
る
が
如
き
世
界
的
大
植
民
地
を
有
せ
す
、
加
ふ
る
に

我
国
民

の
猛
活
慣
習
が
甚
し
く
特
殊
的
な
る
が
僑
め
に
自
給
自
足

の
必
要
の
大
な
る
こ
ε
は
、
我
国
の
商
工

業
の
世
界
的
獲
展

に
重
大
の
障
碍
を
加
ふ
る
も
の
な
る
が
、
此
の
特
殊
的
な
る
生
活
慣
習
の
革
新
の
容
易
な

ら
ざ
る
は
、
殆

ん
ご
吉
語
文
字
の
革
新

の
困
難
な
る
に
類
す

る
も
の
あ
り
、
故

に
我
國
が
今
後
も
多
々
益
々

、
商
工
業
双
海
蓮
葉
の
獲
蓬
に
努
力
す

る
の
必
要
あ
る
は
勿
論
な
れ
こ
も
、

↓
面
に
集
約
な
る
高
級
農
業
の
獲

達
を
圖
ら
ぎ
れ
ば
年

々
増
加
す
る
国
民
を
養

ふ
こ
ξ
能
は
す
、
從

っ
て
我
國
の
輕
濟
は
英
国
よ
り
も
寧

ろ
彼

の
進
歩
せ
る
工
業
を
有
す

る
ε
同
時
に
、
集
約
な
る
農
業
を
有
す
る
白
耳
義
の
如
き
方
向
に
進
ま
ざ
る
を
得



ざ
る
べ
し
、
科
墜
の
鷹
用

ご
産
業
組
合
組
織

し
由

る
自
治
的
活
軌
ε
を
盛
な
ら
し
む
る
高
級
の
集
約
農
業
を

獲
達
せ
し
む
る
こ
ビ
は
、
筋
肉
的
な
る
農
業
勢
働
を
頭
脳
的
に
進
ま
し
め
、
其
事
業

の
輕
笹
を
商
工
化
し
、
輩

調
寂
莫
な
る
農
村
生
活
を
複
雑

に
し
て
之
を
郷
倉
生
活
に
接
近
せ
.し
め
即
ち
農
村
を
都
會
化
す
る
の
飲
力
を

生
ぜ
し
め
、
特
に

一
國
の
最
下
屠
氏
・し
し
て
悲
惨

の
境
遇

に
陥
b
易
き
農
業
労
働
の
地
位
を
著
し
く
向
上
せ

し
め
、
從

っ
て
低
級
な
る
農
村
努
働
者
が
都
會
に
集
ま
り
て
勢
働
市
場
に
競
争
し
、
以
て
商
工
勢
働
者
の
向
上

に
妨
.害
を
加

ふ
る
が
如
き
弊
も
除
か
る

べ
し
、
故
に
玩
種
の
集
約
農
業
を
獲
達
せ
し
む
る
こ
ε
は
最
悪
な
る

農
村
生
活
を
伴

ふ
所

の
現
代
都
會
交
明
の
峡
黙
を
矯
正
す

る
上
に
も
有
利
な
り
、

一
部
の
保
守
論
者
は
浮
華

に
流
れ
ん
ご
す
る
現
代
国
民
の
問

に
質
實
健
剛
の
氣
風
を
保
存
す

る
が
爲
め
、
成

る
べ
く
農
民
の
商
工
化
し

都
會
化
す
る
こ
ε
を
防
ぎ
、農
業
縄
帳
を
し
て
成

る
べ
く
自
給
的
な
ら
し
め
、
欠
典
勢
働
を
し
て
成

る
べ
く
筋
.

肉
的
状
態
に
留
ま
ら
し
め
ん
こ
主
張
す

都
も
、
此
の
如
き
は
畳
醒
し
つ
＼
あ
る
農
民
自
身
の
要
求
ご
相
距
る

こ
ε
甚
だ
.遠

し
、
而
し
て
自
耳
義
は
世
界
の
生
産
消
費
の
中
心

に
位
す
る
が
故
に
、
其
集
約
農
業
は
圭

に
園

藝
的
方
面
に
獲
達
す
る
を
得
た
り
ε
難
も
、
欧
米
ご
隔
離
せ
る
我
国
は
運
搬
保
存
の
困
難

な
る
蔬
菜
果
實
等

の
栽
培
を
大
々
的
に
増
加
す
る
を
得
す

、
今
後
此
種
の
生
産
物
は
寧
ろ
支
那
よ
b
供
給
を
卸
ぐ
の
必
要
大
に

増
加
す

べ
し
、
之
に
反
し
養
鍬
は
集
約
な
る
高
級
産
業
ざ
し
て
獲
達
せ
し
め
得
る
も
の
に
し
て
、
只
其
生
産

物
ぽ
蓮
搬
保
存
の
上
よ
り
見

る
も
、
世
界
的
需
…用
の
上
よ
り
見
る
も
理
想
的
商
品
な
る
が
故
に
、
我
国

の
隼
㎝

吐舛

然別

雑鍵獄
撒未
の
鳳以
北眠
反
攻
強
目

樹夘
十
諏ハ
血管

(第
一
一船瓢

七
七
)

[二
四
一二

辱

'
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時

論

養
鎧
業
の
旗
振
及
改
善
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號

七
八
)

三
四
四

約
農
業
の
今
.後
の
獲
展
は
圭

ε
し
て
養
餓
の
方
面
に
向
は
ざ
る
を
得
ざ
る

べ
し
。

我
脛
濟

の
今
後
の
方
針
に
關
し
て
以
上
具
磯
釣
に
英
白
面
國
ε
の
比
較
を
擧
げ
て
論
じ
た
る
が
、
更
.に
比

熱
を
明
か
に
す
る
爲
め
少
し
く
理
論
的
の
考
察
を
加
ふ

べ
し
、
我
経
済

が
過
去

に
於
て
商
工
方
面
に
進
歩
し

た
る
速
度
は
可
な
り
に
大
に
し
て
、
世
人
は
往
々
我
国
を
⊥
ハ
大
工
業
國

の
中

に
算
ふ
る
に
至
り
し
ご
は
云

へ
、

其
實
今
日
ま
で
.の
進
歩
の
程
度
は
相
當
の
條
件
を
具
ふ
る
國
民
、
就
中
人
口
の
稠
.密
な
る
国
民
の
必
し
も
到

達
す
る
を
難
し
ε
せ
ざ
る
低
級
竿
凡
の
も
の
に
し
て
、
更
に
此
水
準
を
超
越
し
て
人
な
る
進
歩
を
寫
す
こ
ε

は
、
優

秀
な
る
内
外
條
件
を
具
ふ
る
少
数
國
氏

の
み
に
許
さ
る
、
所
な
る
べ
し
、
工
業
的
進
歩
の
先
頭
に
立

つ
英
米
猫
等
の
諸
国
民
の
如
く
、
科
學
的
技
術
的
の
猫
創
力

に
富
む
こ
ご
人
な
る
勢
力
集
中
を
以
て
持
綾
的

に
勢
倒
す
る
に
足
る
掻
健
の
膿
質
を
有
し
、
特

に
買
調
な
る
分
業
的
勢
働

に
付
て
倦
怠
疲
弊
を
威
す
る
の
少

な
き
こ
`
、
大
圏
集
を
組
織
し
て
規
罎
的
に
共
働
す
る
こ
ご
に
興
味
を
有
す
る
こ
ε
の
如
き
ぽ
主
な
る
内
的

條
件
な
り
、
此
等
の
條
件
に
付
て
我
国
民
が
現
に
先
進
国
民

に
比
し
遜
色
あ
る
こ
ε
は
事
實
な
る
が
、
假
b

に
今
後
此
等
の
黙
に
付
て
は
人
な

る
巻
歩
を
寫
す
の
堅
め
り
こ
す
る
も
、
現
代
工
業
の
最
も
必
要
ε
す
る
所

に
し
て
、
.且
.つ
遠
距
離
を
輸
送
す
る
の
不
利
な

る
石
炭
其
他
の
重
量
原
料
の
甚

し
く
不
足
せ
る
こ
ご
は
、
我

経
済
の
商
工
的
獲
腿

に
謝
し
重
大
の
障
碍
た
ら
ざ
る
を
得
す
、
佛
人

に
比
し
て
白
耳
義
人
が
特

に
現
代
的
工

業

の
能
力
に
留
め
り
こ
云
ふ
を
得
ざ
る
起
係
は
ら
す
、
共
の
工
業
囲
晟
乏
し
て
優
越
の
地
位
を
古
む
る
拡
、

聖



國

蔑

鍼

の
基
農

科
の
豊
富
な
・
旨

・
所
大
な
・
で

父

白
國
杏

比
し
て
素

的
聾

凄

芝
葺

妄

ひ
讐

伊
太
利
・
於
て
工
業
の
不
振
な
・
は
、
天
然
轟

の
翁

薯

笛

・
・
美

な
ゑ

し
、
故

に
我
国
董

に
商
工
的
震

に
努
力
す
・
の
必
要
め
・
は
勿
論
な
れ
こ
も
、
此
藷

に
於
け
る
覆

の
進
歩

は
到
底
癸

・
谷

・
が
如
旗

調
急
速
な
・
を
得
・
・
で

、
從
つ
・
面

農
業
召

・
叢

を
聾

す

る
を
得
す
・
圃
　

覆

綾

的
に
多
義

展
董

す
・
農
業
方
面
は
本
来
鍛

の
綾

を
脱
し
讐

敷
作

界

の
髪

に
し
三

姦

の
勢
職

中
高
級
の
蕩

箱

當
の
資
査

を
利
用
す
る
の
鑑

大
な
・
集
約

農
業
な
ら
ざ
る

べ
か
ら
ず
、
此
櫨
の
農
業
ぽ
手
工
的
性
畳
を
有
す
る
が
故
に
国
民
が
人
な
る
手
工
的
能
力
を

有
す
る
こ
夏

自
然
短

し
む
の
猿

き
・
墓

主
な
る
内
的
條
警

す
る
も
の
に
⊥
て
、
琵

糧
嚢

を

高
級
の
も
の
た
ら
し
む
る
が
爲
め
に
は
同
職

國
氏
が
科
學
的
知
識
の
蓬

に
付
て
も
相
當
の
能
力
を
有
す

る
こ
喜

琴

こ

・我
畏

髭

等
の
條
件
を
多
芒

有
し
て
集
約
農
業
に
長
ず
・
・
昌

、農

業
禽

の
現
裕

撃

も
・
漿

舞

に
於
身

震

業
移
民
の
集
約
農
業
毒

舞

の
成
績
擁

す
る
も
疑
問
の

鑑

少
な
か
る
て

少
を

も
此
方
面
に
於
け
・。
震

力
は
現
代
的
商
工
方
面
島

す
る
能
力
に
劣
岳

な

か

る

べ
し
、
更

に
其

の
主

な

る
外
的
條
件

ξ

し
て
は
気
候

ε
販
路

ご
の
二
者

を
翠
ぐ

る
こ
ε
を
得

べ
く

、

我
国
の
氣
候
は
塵

以
外
の
集
約
農
業
に
は
概
ね
不
利
な
ら
葱

讐

・
も
、
販
路
の
上
よ
り
し
義

暴

的

農
業
は
大
禮

に
自
給
的
範
園
を
超
ゆ
る
こ
建
難

か
る
べ
く
、
世
界
市
場
を
相
手
ご
し
て
多
数

の
人
口
を
養
ひ

時

蘭

藷

業
の
墾

及
警

、

第
†
六
巻

(第
二
號

七
九
)

三
四
五

0

■
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改
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號
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三
四
六

得

る
集
約
農
業
は
近
き
將
來

に
於
て
は
養
翻
の
外

に
之
を
見
出
す

こ
ざ
難

か
る
べ
し
。

ラ8
農
民
は
古
来
肚
會
の
最
下
層
民
こ
し
て
、
恰
も
食
物
生
産
機
械
の
如
く
又
納
税
動
物
の
如
く
に
取
扱
は
れ
た

(
る
も
、
民
衆
化
的
…進
歩
の
大
勢
は
農
民
の
畳
醒
を
促
が
し
、
之
が
斜
め
都
會
文
化
の
問
に
生
育
し
捻
る
現
代

思
潮
界
の
今
後
に
於
け
る
最
大
任
務
の

一
は
新
た
に
農
村
を
獲
見
し
、
農
村
文
化
を
建
設
す

る
こ
ε
に
在
り

,ε
穂
せ
ら
る
、
欧
洲
の
或
國
は
其
植
民
地

ε
諸
外
国
ご
よ
b
低
廉

に
食
物
を
獲
得
し
得

る
地
位
に
在
る
が
故

に
、
目
前
の
経
済
的
利
害
よ
り
見
れ
ば
、
園
内
農
業
の
衰
退
を
顧
慮
す

る
の
必
要
な
し
ご
云
ひ
得

べ
し
ε
す

る
も
、
我
国
は
之
れ
ε
事
情
を
同
ふ
せ
す
、
特

に
我
国
民
が
今
日
の
如
く
日
本
米
に
執
着
す

る
こ
ご
甚
し
き

間
は
、
國
民
食
糧
の
主
な
る
部
分
を
園
内
に
生
産
せ
ざ
る
を
得
す
、
然

る
に
我
国
土
の
狭
小
な
る
に
加

へ
て
有

利

に
耕
作
し
得

べ
き
面
積
は
其
二
割
に
.達

せ
し
む
る
こ
ε
す
ら
困
難
な
る
が
如

き
山
嶽
國
な
る
が
故
に
今
後

牧
穫
漸
減

の
自
然
法
則
に
反
抗

し
て
低
簾
豊
冨

に
食
物
を
生
産
す

る
こ
ε
ば
、
現
代
の
如
何
な
る
生
産
業
よ

り
も
困
難
事
な
り
、
而
し
て
機
械

だ
分
業
蔦
を
鷹
崩
し
て
大
規
模

に
行
ひ
易
き
工
業
方
面
に
在
て
は
、
少
数
者

が
機
械
分
業
に
付
て
鞍
明
を
行
ひ
叉
其
貴
行
を
指
導
す
れ
ば
.、
比
較
的
低
級
簡
易
の
勢
働

に
由
り
て
能
一
生

産

の
増
進
を
駕
す

こ
ご
を
得

べ
し
こ
雌
こ
も
、
極
度
に
集
約
な
る
こ
ご
を
要
す

る
我
農
業
に
在
て
は
生
産

に

秘
事
す

る

一
般
労
働
者
が
.心
身
共

に
高
度
の
殿
蓮
を
寫
し
て
人
な
る
能
率
を
有
す

る
こ
区
を
要
す
、
今
日
ま

で
の
工
業
方
面

に
於
け
る
生
産
活
動
は
少
数
の
異
常
な
る
能
力
者
ε
李
凡
な
る
多
数
者
ε
の
協
力

に
由
り
て



行
は
れ
、
從

っ
て
其
協
力
關
係
は
技
術
的
に
も
肚
會
的

に
も
専
制
主
義

の
支
配
す
る
所
に
し
て
、
世
人
が
個

.

人
的
国
家
的
の
資
本
主
義

の
支
配
ざ
構
す
る
も
の
是
れ
な
り
、
ロ
バ
だ
此
の
如
き
方
針

の
下
に
於
け
る
工
業
進

歩
は
最
早
や
行
詰
り
状
態

に
陥
り

つ
＼
あ
り
て
、
今
日
の
冠
會
問
題
の
切
迫
は
即
ち
此
行
詰
り
を
語

る
も
の

に
錦
な
る
ざ
る
が
如
し
ε
錐
こ
も
.
比
熱
の
研
究
は
暫
ら
く
舎
き
、
少
く
ε
も
今
後
の
我
囲
が
必
要
ε
す
る

高
級
の
集
約
農
業
に
於
け
る
活
動
に
在
て
は
総
.て
の
勢
働
者
が
高
度
の
能
力
を
有
す
る
一ζ
し
を
要
す
、
即
ち

其
生
産
活
動
に
付

て
は
専
制
主
義
よ
り
も
民
衆
主
義
を
主
要

ε
す

る
こ
ε
明
か
な
b
。

此
の
如
く
我
農
業

に
は
最
高
級
の
勢
働
者
の
存
在
を
必
要

ε
す

る
も
、
事
實
は
之
に
反
し
て
歌
米
語
國
ご

同
様
に
、
有
爲
の
勢
働
者
は
農
村
を
去
り
て
都
禽

に
向
ひ
.
之
が
儒
め
農
村
を
組
織
す
る
人
口
は
遂
に
老
幼

.
ざ
低
能
者
こ
を
主

ε
ぐ
る
に
至
る
の
危
険
あ
り
、
從

っ
て
之
を
自
然
に
放
任
す
る
ε
き
は
國
氏
食
糧

の
缺
乏

だ
騰
貴
ご
は
年
を
追
ふ
て
甚
し
く
、
之
が
爲

め
都
市
の
肚
會
問
題
も
益
々
解
決
難

に
陥
ら
ざ
る
を
得
す
、
此
弊

を
防
が
ん
ε
す
れ
ば
肚
會
公
共
の
力
を
都
會
文
化
の
建
設

に
傾
倒
す
る
代
り
に
之
ε
樹
立
す

る
農
村
丈
比
を

も
建
設

し
、
有
爲

の
人
物
を
し
て
安

ん
じ
て
農
村
に
留
ま
り
農
業
に
活
動
せ
し
む
る
こ
ε
を
要
す
、
只
だ
世
人

が
農
村
文
化

ε
穂
す

る
も
の

、
性
質
は
甚
だ
不
明
に
し
て
、
通
俗
的

に
其
重
要
項
目
ご
し
て
擧
げ
ら
る

、
も

の
を
見
れ
ば
、
傅
統
的
な
る
祭
禮
盆
踊
b
の
復
興
叉
は
新
式
活
動
寝
眞

の
鹸
…入
の
如
き
、生
産

の
蝕
暇
を
利
用

し
て
行
く
所

の
溝
養
享
樂

の
方
面
な
る
を
常

ε
す
、
然
る
に
人
口
の
稀
薄
な
る
農
村

に
於
け
る
清
費
享
樂
の

時

論

養
盤
業
の
撮
張
及
改
善
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六
巻

(第
二
號

八
↓
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時

論

養
難
業
の
搬
張
及
改
善
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共
同
施
設
は
如
何
な
る
努
力
を
彿

ふ
も
到
底
之
を
し
て
都
會
の
夫
れ
ε
同
じ
程
度
ま
で
獲
達

せ
し
む
る
を
得

す
、故

に
若
し
吾
人
が
努
力
建
設
す
る
研
の
文
化
生
活
な
る
も

の
が
果
し
て
消
費
享
楽
を
意
味
し
、
生
産
生
活

は
結
果
を
得

る
爲
め
已
む
を
得
す

し
て
行
ふ
所

の
純
粋
の
苦
痛

に
し
て
、
眞

の
人
生
は
鯨
暇
生
活

の
内
に
存

す

る
も

の
ε
す
る
ε
き
は
、
農
村

に
有
爲
の
勢
働
者
を
引
留
む
る
こ
ご
も
到
底
一不
能

ε
な
ら
ざ
る
を
得
す
。

都
鄙
何
れ
の
生
活
を
問
は
す
、
人
間
が
最
も
多
く
の
勢
力
ε
時
間

ご
を
費
す
こ
己
を
要
す

る
は
生
産
活
動

な
る
が
故
に
、
眞

の
文
化

の
進
歩
は
民
衆

の
生
産
活
動
其
物
を
し
て
輩
に
苦
痛
な
る
手
段
方
便
た
る
に
止
ま

ら
し
め
す
、
之
を

し
て
出
來
得
る
限
り
人
生

に
有
意
義
の
も
の
た
ら
し
め
、
之
を
以
て
各
自
の
人
格
獲
展
の
最

大
最
高
の
機
會
π
ら
し
め
ざ
る
べ
か
ら
す
、
生
煎
活
動
を
此

の
如
く
改
善
し
た
る
が
爲
め
自
然

に
生
産
の
結

果
の
増
加
進
捗
を
來
た
す
こ
・じ
が
理
想
的
状
態
詫
ら
ざ
る

べ
か
ら
す
、
若
し
今
日
の
如
く
生
産
活
動
を
し
て

民
衆

に
取
り
殆
ん
ご
純
梓
の
苦
痛
た
ら
し
む
る
ご
き
は
、
肚
會
組
織
を
如
何
に
攣
更
す
る
も
、
生
産
に
従
事

す
る
者
が
其
結
果
の
分
配
を
得
る
こ
ご
を
殆
ん
ご
只
」
の
目
的

ε
す
る
こ
ご
は
依
然
た
る
べ
き
が
故
に
、
激

烈
な
る
分
配
孚
ひ
の
起

る
こ
ご
も
到
底
之
を
防
ぐ
こ
ε
を
得
ざ
る

べ
し
、
而
し
て
藪
に
底
生
産
活
動
其
自
身

を
入
生

に
有
意
義
な
ら
し
む
る

一
般
的
原
卸
を
遊
ぶ
る
の
暇
な
し
ε
難
も
、
前
述

の
如
く
集
約
な

る
高
級

の

養
獄
業
を
大
々
的
に
農
村
に
装
達
せ
し
め
、
技
術
士

に
は

一
般
の
熟
練
脛
験
の
集
積

の
外

に
學
理
の
億
用
に

由

る
創
造
的
活
動
を
盛
な
ら
し
め
、
叉
産
業
組
合
に
由
る
大
々
的

の
共

同
自
治
の
肚
會
活
動
を
盛
な
ら
し
む

、



〆

る
ξ
き
は
。
頭
脳
の
進
歩
し
て
性
格

の
肚
會
化
せ
る
有
為
の
勢
働
者
が
安

ん

じ

て
農
村
に
留
ま
り
、
其
業

務

に
全
力
を
傾
倒
彫

る
を
得

べ
し
、
而
し
て
農
業

の
重
要
の

一
部
分
た
る
養
織
の
方
面

に
於
て
有
爲
の
入
物

が
此
の
如
き
進
歩
的
活
動
を
駕
す
喜

は
農
村
全
機

の
空
気
が

薪

せ
ら
れ
、
弦

に
初
め
て
普
通
の
穀
作
農

業
の
方
面

に
も
我
國
が
必
饗

す
る
所

の
改
頁
進
歩
が
行
は
る
・
に
至
る

で

、
從

っ
麦
.
農
村

の
餓
暇
生

活
も
其
外
界
の
事
情
に
適
腐
し
て
濁
特
の
進
歩
を
爲
し
、
以
て
内
容
の
豊
富
な
る
農
村
文
化

の
建
設
を
完
成

す

る
に
至
る
べ
し
O

'

特

認

養
意
業
の
擬
猫
及
改
善
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